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公益財団法人日本財団 「左利き」だからといって差別されてはたま

が行った「THINK NOW りません。しかし、右利き用の設備や器具が多

ハンセン病」という企画 いので不便を感じることはあることと思います。

に多くの著名人がメッセージを寄せて その不便を知ることが大切です。そうすれば、

います。その中でタレントのマツコ・ 少しでも不便を取り除く知恵が出る

デラックスさんが次の様なことを語っ かもしれません。学校では無理に右

ています。 を使わせることはしていません。

『ハンセン病に対する差別には、様々な差別に共 「ＬＧＢＴ」だからといって、差

通する人々の心理が隠れている。人間はなぜ特定 別されてはたまりません。しかし、生きづらさ

の対象を攻撃し、反感を持つのか。それは恐怖心 を感じても言い出せないで苦しんでいる方が大

からではないか。人間はときに、わからないもの、 勢います。そのことを知ることが大切です。そ

未知のもの、知らないもの、あるいは自分と異なる うすれば、少しでも苦しみを取り除

ものに恐怖を抱く。容姿であったり、思想であった く知恵が出るかもしれません。学校

り。理解できないことを理解しようとするでもなく、 でも「男は」「女は」の二元論的に

理解できない、分かり合えないままにしておくから ならないように注意していきます。

自分と異なるもの、理解できないものに恐怖を抱い 上の「 」に発達障害（アスペルガー症候

てしまうのだろう。恐怖心は偏見や差別、攻撃につ 群、ＡＤＨＤなど）や○○民族など、別の言葉

ながる。差別はいけないことだと理論ではわかって を入れて考えれば、どれも目を背けてはいけな

いても、差別の根っこにある恐怖心が勝ってしま いことだと分かります。マツコ・デラックスさ

う。』そして、『知ることが大切だと思う。無知であ んの言うようにわからないもの、未知のもの、知

ることが結果的に差別という発想につながってしま らないもの、あるいは自分と異なるものに偏見や差

うことを、改めて考える時期に来ている。』『差別の 別を持たないようにしたいものです。

きっかけは知らないこと、無知であること、知ろうと 少数派といっても、１０数人に１人というの

しないことであり、まずは知ることが大切だ』と述べ は決して少ない数ではありません。クラスには

ています。 必ずいて当たり前、数家族集まればいて当たり

たとえば、「発達障害」は、文部科学省の調 前の数なのです。そして少数派の左利きだから

査では６～７％程度とされています。１４～１ 成功している人（スポーツ選手など）、少数派

５人に１人です。 のＬＧＢＴの有名人（マツコさんもそうです

「ＬＧＢＴ」は７～８％、１３～１４人に１ ね）、少数派の発達障害の著名人（エジソンや

人と言われています。 アインシュタインなど）はたくさんいることな

日本での左利きは１０％程度だそ ども忘れてはいけないと思います。

うです。ＡＢ型も１０％程度です。 西中でも「タイプの違いは、偏見や差別の対

１０人に１人くらいです。 象ではない。単にタイプの違いである。」とい

多数派（マジョリティ）か少数派（マイノリ うことが自然と認め合えることを目指していき

ティ）かということで「優れている・劣ってい ます。

る」「正常・異常」ということではありません。 また、「タイプの違い」で苦し

どれもそれぞれ重要な、タイプの違いという んでいる生徒、保護者の方がいら

ことです。 っしゃいましたら、ためらわずご相談ください。

○明日は２年生の観劇教室です。安全に配慮して行ってきます。送迎等のご確認をお願いします。

○インフルエンザがはやっています。手洗い・うがいの励行をお願いします。

○美術の指導を中心にお世話になった「林亜沙美先生」が１／３１（火）で退任となり

ます。お世話になりました。２月からは布目先生が復帰します。

目指す生徒像：「自ら学び自ら考える生徒 心豊かで思いやりのある生徒 健康でたくましい生徒」
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